
令和８年度 学校経営目標（島原校） 

                                                            校長 原 洋 

１ 岩永学園ビジョン → 「地域の医療・福祉を包括的に支援できる組織になる」 

２ 学校経営スローガン→ 留学生一人一人の夢や希望の実現をめざす！ 

３ 教育重点目標 

（１）授業の質向上による「ＪＬＰＴ」合格率の向上 

（２）進路指導の充実と定期的個人面談 

（３）日本社会に適応した生活習慣の確立 

（４）礼節を重視し他者を思いやる心の育成 

（５）地域住民との交流を通した国際理解、地域貢献 

 

４ 具体的な対策 

（１） 授業の質の向上を目指して、常日頃から授業改善を図り、留学生一人一人に寄り添い、励ま

し、学習意欲を高め、「ＪＬＰＴ」Ｎ４以上の全員合格を目指す。 

（２） 学習を中心に据えた生活を心がけ、「日本語能力の向上」と「日本文化理解」等に向けた教

育内容の充実に努める。 

（３） 個別面談や進学相談を定期的に行い、成果や課題、悩み等を共有し、学習意欲や進学意欲の

向上につなげる。 

（４） 関係校との連携を図り、「キャリアビジネス科」への２５名の進学を目指す。また、「キャリアビジ

ネス科」「介護福祉科」との連携を図り、アルバイト先から就職先への進展を目指す。そのため、

年度始めから早めの啓発を行い、進学意欲を高める。 

（５）日常生活上の「マナー」や「ルール」の理解に努め、優しさと厳しさをもって、実践意欲を高める。 

 ①ゴミの分別、掃除の仕方、電気器具の使い方などの実地実演による徹底指導 

   ②入国・入寮時及び長期休業日前後のオリエンテーションの実施 

 ③生活指導担当及び担任からの説明、掲示物を用いての周知・徹底 

 ④グループチャットを用いての細やかな伝達、指導 

 ⑤２年生から１年生へ、縦割りグループによる伝達指導 

 ⑥毎日の清掃チェック（不徹底の場合、やり直し指導） 

（６） 「あいさつ」「掃除」「整理整とん」「時間厳守」の凡時徹底を図り、日本で生きていく上で、当

たり前のことを当たり前にできるようにする。 

（７） 地域の一員として、地域行事や文化活動、ボランティア活動等に積極的に参加し、交流を深

め、留学生理解と学校理解の深化を図る。 

 

５ その他、留意点 

（１）安全・安心な教育環境の整備、定員１０６名体制への対応 

（２）校納金の計画的な徴収と完納の徹底 

（３）関係各校、機関、施設等との連携 



６ みなさんに心がけていただきたいこと 

（１）健康第一 

 ・みなさんの心身の健康（家族も）が、留学生の健康へ 

  

（２）一人はみんなのために みんなは一人のために 

 ・縁あって出会った仲間です。互いが互いを思いやり、一人一人が安心して気持ちよく仕事ができる

よう、心がけましょう。 

 

（３）教育の簡単な原則 

 ・教わっていないことは分からない ・やったことがないことはできない。 

   ・繰り返し練習しないと上手くなれない。 

   

（４）情報の共有 

 ・パソコン上で、作成資料を誰もが、いつでも見ることができるよう、フォルダを整理し、活用していき

ましょう。情報の独り占めや、外部への持ち出しは、固く禁じます。 

 

（５）共通理解と共通実践 

  ・みんなで決めたことは、みんなで実践します。組織で教育目標の具現を図ります。 

 

（６）「報告」「連絡」「相談」＋「確認」の重要性 

  ・報告・連絡・相談を忘れることは、業務の停滞をまねき、傷口を大きくすることにつながり、学校を危

機に陥れることがあります。個人で判断するのではなく必ず報告を。 

  ・連絡・相談・確認を円滑にし、職員の英知を結集して対応していくことが良い結果へ 

 

（７）３日前行動（最悪前日） 

  ・いつ何時、突発的な事象が自らに降り注ぐかも知れない。備えあれば憂いなし。 

   

（８）岩永学園職員としての自覚と責任 

  ・体罰根絶 ・飲酒運転根絶 ・ハラスメント根絶 ・個人情報漏洩根絶 等 

 ・留学生と先生は、友達ではない。言動には自覚と責任、良識を。 

 

（９）時間外勤務は極力しない 

  ・勤務時間は、８：００～１７：３０です。健康の保持増進のため、時間外勤務は極力しないよう心がけま

しょう。どうしても残られる場合は、ひと声校長までお願いします。 

（１０）居住地区における地域の一員としての貢献、活躍を 

  ・町内会（自治会）に加入し、活動へも積極的に参加を。 


